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つながりの強さと負の感情が利他的懲罰に及ぼす影響 

- コロナ渦におけるつながりの在り方の再検討 - 
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要約 

本稿は，他者とのつながりに着目し，特に，若者が悩みを抱えた際に，助けを求めることができ

るつながりや他人には言えない本音を話せるつながりを構築するための効果的な手段を示唆す

る研究である．本研究では，コンフリクト発生時における他者とのつながりの強さの度合いによって，

怒りや妬みという負の感情が，利他的懲罰にどのような影響をもたらすのかを公共財ゲームを想

定したサーベイ実験を用いて検討する．結論として，つながりが強い方が怒りの感情が強く，貢献

度の乖離が大きい方が怒りの感情が強いことがわかった．また，怒りの感情が強い方が利他的懲

罰への影響が大きいということもわかった． 
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1. イントロダクション 

COVID-１９により，対面や移動を避ける生活様式が構築され，人間が本来持つ，社会的なつ

ながりに変化をもたらしている．従来，人は社会と関わりながら，さまざまな集団に所属し，離脱や

新たな集団形成を行う．内閣府(2017)によると，特に，進学や就職などのライフステージの移行時

やそれに伴う環境の変化の中でさまざまな問題に直面する若者にとって，家庭，学校，地域等に

おける「人とのつながりのありよう」は，若者自身が社会的な成長を遂げ自立していく上で大きな影

響を与える要素と考えられている．しかし，他者とつながり，生きていく中で，メンバー間の目標の

相違や視点・考え方の違いなどからコンフリクトが発生することがある．コンフリクトは，衝突や対立

などを指し，ネガティブな印象を抱かれやすいが，コンフリクトを解決することで，人間関係が改善

され，メンバーの問題解決の探求心を刺激し，チームの結束と活動が高まる場合がある．また，率

直に意見を述べ合えるチーム形成に役立つ場合もある．さらに，コンフリクトのマネジメントに成功

すると，チーム内の生産性が向上し，職場関係が良好になるという長所もある(松尾,2016)． 

一方で，Averill(1983)は，友人や恋人，家族などの親密な関係において怒りが生じやすいとし

た．これは，親密であるだけに不正を見逃せないことや，相手の行動に対する期待や欲求が大き

いことなどを挙げている．このことから，相手との関係が親密であるほど，不正や期待はずれを原

因とする怒りの表出，被表出が多くなると考えられる．また，怒りの感情は，親密な他者に向けられ

やすいという特徴がある(Averill, 1982; Clark and Finkel, 2005)．上原・森・中川(2018)によると，怒

りという感情を外部に表す行動は，相手を信頼し，自分に起こった不都合や満たされない欲求を

解消してほしいという内面情報を打ち明けるものであるとされる． 

また，Fehr and Gächter(2002)は，利他的懲罰が協力行動を説明するための重要な手段である

ことを示している.利他的懲罰とは，懲罰にコストがかかり，物質的な利益をもたらさないにもかか

わらず，個人が罰することである．この研究では，人間は遺伝的に無関係でしばしば大規模なグ

ループにおいて二度と会うことのない他人と，評判を得るための利益が少ない,もしくはない場合，

利他的懲罰が可能なときに，協力が頻繁に促進されることを懲罰のある公共財ゲームを用いて実

証している．また，利他的懲罰の背後には，相手に対する負の感情が存在することが示されてい

る．負の感情とは，相手との相互行為やコミュニケーションの過程で発生する怒りなど主観的に好

ましくない否定的な感情としている(畠山・佐々木・米山,2016)．利他的懲罰を行う規定要因として，

Fehr and Gächter(2002)では怒り，柴田(2020)では妬みが挙げられているため，本研究では，負の

感情を怒りと妬みに限定して述べる．ここでいう怒りは「自己が想定していることとは異なる出来事

や扱い方をされた時に，期待と現実との不一致が生じることで喚起される感情」，妬みは「自分が

享受したいものを享受している人間に対する憎しみの感情」と定義し，利他的懲罰を行う規定要

因とする． 

上記をふまえ，私たちは他人とのつながりの強さの度合いによって，非協力者に対する負の感
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情が，利他的懲罰に影響を与えるのではないかと考えた． 

そこで，本研究における，前提条件を下記のように定義した．コンフリクトは，複数のメンバーで

構成し，活動を行う組織におけるコンフリクトとし，「組織内で発生する対立」と定義する．強いつな

がりと弱いつながりは，The Strength of Weak Ties (Granovetter,1973)と，内閣府(2017)の資料より，

強いつながりを「家族や友人など，直接関わりがあり，多くの共通の知り合いがいる人たちとのつ

ながり」，弱いつながりを「インターネット上で知り合った人など，直接関わりがなく，ほとんど共通

の知り合いがいない人たちとのつながり」と定義する． 

 以上の記述より，以下のように仮説を立てて検証する． 

仮説①：コンフリクト発生時において，弱いつながりよりも強いつながりの方が負の感情(怒り)が強

い． 

仮説②：コンフリクト発生時において，弱いつながりよりも強いつながりの方が(負の感情が強い方

が，)利他的懲罰を選択する割合が大きい． 

仮説③：強いつながりの方が怒りの感情による利他的懲罰への影響が大きい． 

 

2. サーベイ実験 

本実験は，つながりの強さの程度が利他的懲罰に与える影響を懲罰のある公共財ゲームを

web 調査サイト Google Forms を用いて行った．回答者に提示したシナリオは以下の通りである．

サーベイ実験は「A:強いつながり条件」,「B:弱いつながり条件」の２種類行った．それぞれ，投資

額の乖離が大きいケース，小さいケースを提示し，シナリオ読後，非協力者に対する怒り，妬みの

感情の度合いを 7 件法リッカート・スケール，非協力者に対する利他的懲罰の有無を 2 項選択法

で回答してもらった．怒りは平井(2016)，鈴木・嶋田・三浦・片柳・右馬・坂野(1997)，妬みは，津

田・藤井(2016)，RH．Smith et al(1999)を参考とし，具体的な質問項目は表１に示す．その後，個

人属性として優しさを７件法リッカート・スケールで回答してもらい，優しさは，金子・村井(1997)，

山田(2004)を参考とした． 

 

 

 

 

 

各サーベイは,各被験者の誕生月(偶数月,奇数月)によって振り分けた.実験実施期間は，2021

年 9 月 12 日から 9 月 16 日とし，最終的なサンプルサイズは，196 である．被験者の平均年齢は，

21.5 歳(SD=1.42 歳)，男性 108 名，女性 88 名である．分析する際，内閣府(2019)の調査対象者と

の整合性を図るため，30 歳以上のデータは省いている． 
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３. 結果 

 結果について，各条件の記述統計量を表２に示し，仮説をもとに述べる．まず，仮説１について，

独立変数をつながりの強さと投資額の乖離の大きさ，従属変数を怒りの度合いとする二要因分散

分 析 を 行 っ た ． 分 析 結 果 を 図 １ に 示 す ． そ の 結 果 ， つ な が り の 強 さ の 主 効 果

(F(1,387)=87.108,p<.001)，及び投資額の乖離の大きさの主効果(F(1,387) =11.365,p<.001)は有

意であったが，つながりの強さと投資額の乖離の大きさの交互作用(F(1,387)=0.429,p<.513)は有

意でなかった．この結果より，つながりの強さの主効果に有意が見られたことから，仮説１は支持さ

れた．次に，仮説２について，χ²検定を行った．その結果，有意差は見られなかった (χ²

(1)=0.392,p=.531)．つながりの強さの違いと利他的懲罰の有無に関連が見られなかったため，仮

説２は棄却された．最後に，仮説３について，二項ロジスティック回帰分析を行った．表３は，怒り・

妬み等を説明変数とし，利他的懲罰の有無を従属変数としたロジスティック回帰分析の結果をま

とめたものである．この結果，怒りは強いつながりにおいて利他的懲罰と有意に関連しているとい

える(p<.010,オッズ比=2.122,95％信頼区間 1.228-3.667)．また，弱いつながりは，妬み(p<.100,オ

ッズ比=2.222,95％信頼区間 0.963-5.131)と性別(p<.050,オッズ比=6.525,95％信頼区間 1.524-   

27.928)に有意が見られるため，妬みと性別が弱いつながりにおける利他的懲罰と有意に関連し

ているといえる．その結果，強いつながりにおいて怒りに有意が見られ，オッズ比も大きいことから，

仮説３は支持された． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1 二要因分散分析結果 

 



5 

 

4． 考察 

今回の結果から，強いつながりの方が非協力者に対する怒りの感情が強いことが分かった．ま

た，ロジスティック回帰分析により強いつながりの場合では怒りに有意，弱いつながりの場合では

妬み・性別に有意が見られたことから，つながりの強さによって利他的懲罰を行う規定要因となる

感情が異なると解釈できる．しかし，本研究において利他的懲罰を行った人数が少ないことから，

若者は利他的懲罰をそれほど行わない傾向にあると考えられる．この要因として，他者からの否

定的な評価を回避することが考えられる．菅原(1986)は，否定的な評価を回避することも人が他

者と共に生きていく中では重要な目標となり得ると述べている．つまり，他者に懲罰を与えることに

より，自分自身が否定的な評価を受けると考えたため，利他的懲罰を行った人数が少ないと考え

る．青年期において，親密で自立的である友人関係を築くためには自分の本音を率直に伝え，

友人の本音を受けとめることが求められる（柴橋，2001）．しかし，若者が悩みを抱えた際に，助け

を求めることができるつながりや他人には言えない本音を話せるつながりを構築する過程におい

て，障害になっていると推察した．さらに，弱いつながりにおいて，妬みに 10％有意が見られたこ

とは，COVID-１９の影響による自粛警察の行動を今回の結果を用いて説明できる可能性がある．

自粛警察の言動を利他的懲罰に置き換えた場合，「なぜ自分だけが我慢して，我慢していない

人がいるのか」という相手への妬みが自粛警察の行動を説明できる可能性がある． 

 

5． 研究の限界と展望 

本研究の限界として，日常的に利他的懲罰をする機会がないことから，結果に影響を及ぼした

可能性が考えられる． 

今後の展望として，本研究は，利他的懲罰やその規定要因となる感情に着目したため，ワンシ

ョットのサーベイ実験を行った．懲罰のある公共財ゲームは本来，複数回繰り返し試行し，協力行

動を測るため，今後は，ワンショットではなく，複数回繰り返し試行する協力行動について検証し

ていきたい．また，COVID-１９により学校や職場でオンラインを推奨していることから，学校の友

人や職場のつながりに変化があると考えられる．今後は，若者に限定せず広い人々のつながりの

強さが変化することを考慮したうえで，つながりを再考する必要がある． 
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